
［資料1］  

介護保険における福祉用具サービスの利用実態  
及び有効性に関する調査結果概要   



福祉用具貸与事業者 4社  

下記各サービスプロセスにおける具体的な作業内容の実態把握  

①調査対象  
② 調査内容  

※この調査では、フォローとモニタリングを次のよう   
に区別しています。  

フォロー・納入後の使用状況確認  
納入の直後（10日以内程度）に、あらかじ  

め想定された利用状況が生活の中で実現  
されているか、問題がないか等を確認し、  
必要な対応を行うこと  

モニタリング：定期的な使用状況の確認  

一定の時間の経過のあと、利用者の状態  
偉や環境の変化に伴う利用状況の変化  
や、用具の不具合等を確認し、必要な対  
応を行うこと  

③調査期間：平成21年12月～平成22年2月（3ケ月間）  

④ 調査結果の概要   

＞ 4事業者と限られた範囲ではあるが、「アセスメント」、「搬入／設置」、「利用指導／   
適合調整」、「フォロー」、「モニタノング」において貸与事業所が利用者宅を訪問して   
実施している作業内容、利用者・家族及び介護支援専門員とのやり取りを把握する  
ことができた。  

①有効回答数：3，001事業所（無作為抽出）  
② 調査内容：   

・福祉用異サービスの実施状況   

・福祉用具の利用を終了した理由、利用期間  
一福祉用異種類別のメンテナンス実施状況等  

③ 調査期間：平成21年10月  

④ 調査結果の概要  

＞ 貸与事業所における利用者の構成は、約9割が継続の利用者である。  

＞琳※」の実施状況（実施回数ベース）を見る  
と、その多くが新規利用者を対象として行われぞいる。  

※サービスプロセス：「情報提供」  

から「フォロー・モニタノング」の各  
プロセスを指す。   



（Dレンタル卸利用有無別  ②利用者数規模別  

情幸辰提供  

相談  

アセスメント  

用具選定  

契約  

搬入・設置（当事業所）  

搬入・設置（配送事業者等）  

利用指導・適合調整  

フォロー  

情報提供  

相談  

アセスメント  

用具選定  

契約  

搬入・設置（当事業所）  

搬入・設置（配送事業者等）  

利用指導・適合調整  

フォロー  

0．0   0．5   1．0   1．5   2．0  

澤利用なし 謂利用あり  

0．0    0．5  1．0  1．5    2．0   

閣30人未満 獲30人以上200人未満 し200人以上  

（報告書P．29）  （報告書P．27）  

①メンテナンス実施状況  
福祉用具種類別のメンテナンス実施状況  

②メンテナンス実施頻度  
福祉用異種類別のメンテナンス実施頻度  

■■■■■■■＝■ ■ ■■  

1％  率いすおよび付属品  

1X   特殊寝台および付属品  

3％  床ずれ防止用具  

体位変換器  

4％  手すり  

5％  スロ∽プ  

頚  歩行器  

5％  歩行補助つえ  

認知症老人排祖感知機器  

移動用リフト  

重いすおよび付属品  

特殊寝台および付属品  

床ずれ防止用具  

体位変換器  

手すり  

スロープ  

歩行器  

歩行補助つえ  

認知症老人排梱感知機器  

移動用リフト  
■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■  

腰掛便座  

特殊尿器  

入浴補助用具  

簡易浴槽  

移動用リフトのつり具  
■■■■＝■●■■■■■■■■■■■■＝■1■■■■■  

鵬  20％  4（兆  60％  80％  100艶   

（報告書R40）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 抑％ 10硝  

ケ  

鍼lケ月にl回以上 1〝2－3ケ月に1回   弊4へ6ケ月に1回    7～9  

讃10～12ケ月にl回  濃Ⅰ2ケ月に1回東浦  激実施していない  票ミ不詳  

（報告書R41）  




